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1　はじめに
　生瀬小学校に通う生瀬高台、宝生ケ丘の子どもたちは、毎日、
急な坂道を歩き、生瀬小学校へ通っています。厳しい急な坂道
にも負けず、友達と楽しく通学できているのは、通学路を整備
し、子どもを優しく見守る地域の人の目があるからです。
　写真の場所は、少し危険だと思われる場所です。これから
も、保護者と地域が協力して子どもたちを励まし、見守って
いきましょう。

2　生瀬高台から通う子どもたち
　学校を出ると、生瀬2丁目を通る生瀬水路に沿って帰ります。
その後、生活協同組合コープこうべの横から高台へ続く道と
合流。そこから山を登る道になります。高台の住宅地に入るま
では急な坂道でカーブが多い道。歩行者は少なく、車の往来
は多い道です。それでも子どもたちは、子どもパワーで元気に
通っています。　

3　宝生ケ丘から通う子どもたち
　学校を出ると、子どもたちは二手に分かれます。生瀬皇太
神社下の道を通り、セルヴィオ前の生瀬門戸線から坂道を上
がる子どもと、生瀬高台の子どもと同じルートで帰って途中か
ら宝生ケ丘に向かう子どもです。高台ルートの子どもたちは
距離が長く、一方の子どもたちは角度が35度以上ある坂道を
登って帰ります。大人の優しい声掛けがうれしいという子ども
の声がありました。　　

宝生ケ丘編集委員　山田良子
地図作成　サーパス編集委員　中西哲也

ー 小学校へ通う子どもたち！ №１ ー
生瀬高台・宝生ケ丘

コープから上がって来て①の次のカー
ブ。カーブで横断歩道に気づきにくい

急な階段。雨が降れば滑りやす
く、雨水が滝のように流れます

＜宝生ケ丘2丁目＞　坂道がきつく、道幅も狭い ！
秋は落ち葉で滑りやすいです

【
9
・
10
月
の
催
し
案
内
】

★№2、№3と続けることで、全て
の地区の子どもたちの通学の様
子を届けます

広告

広告

ご 葬 儀 （ お 花 の 祭 壇 ）  ご 葬 儀 （ お 花 の 祭 壇 ）  

㈱ 真まこと心 
0120-0983-42 
0797-78-9475

生前見積もり承ります。・・・（祭壇費用より1割サービスいたします） 

総合葬祭 

phone
address
email

0797-86-7400
西宮市生瀬東町8-4
irodorimusicschool@gmail.com

～ 彩 ～ 音 楽 教 室
I r o d o r i  　 M u s i c 　 s c h o o l

♪ ピ ア ノ ・ チ ェ ロ 幼 児 か ら 大 人 ま で
ソ ル フ ェ ー ジ ュ ・ コ ン ク ー ル ・ 音 高 音 大 受 験

株式会社ABC医療
西宮市生瀬 2丁目 8－14
TEL 0120－153－117

エービーシーケアセンター
・居宅介護支援事業所 ・訪問介護事業所
・福祉用具事業所 ・住宅改修

エービーシー訪問介護ステーション

ABCデイサービス
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編 集 後編 集 後 記記

写真手前は歩道が右側、橋を渡ると歩道が左側になります。橋を渡った
所に横断歩道があり、しかも急なカーブ。事故がないのが不思議です

　「早
わ せ
稲狩りになませの宿や民の家」は、江戸中期の俳人・

許
きょりく
六（1656～1715）が詠んだと伝えられる句です。有馬温

泉へ向かう途上、生瀬宿に立ち寄った折の作とされ、早稲刈り
の季節の宿場と農村の景色を1枚の絵のように切り取っていま
す。武庫川沿いの街道筋に並ぶ民家と、その背後に広がる田
んぼの実りが、「民の家」という穏やかな一語に結ばれていて、
江戸時代の生瀬の穏やかな風景が目に浮かんできます。

サーパス編集委員　中西哲也
①

② ③ ④

―
生
瀬
講
座
―

★
講
座
「
大
河
ド
ラ
マ《
豊
臣
兄

　
　弟
！
》
〜
豊
臣
秀
長
の
生
涯
〜
」

日
時
　
9
月
11
日（
金
）10
:
00
~
11:30

講
師
　
霜
澤
喜
代
子
　
氏

会
場
　
生
瀬
市
民
館
　
※
申
込
不
要

★
講
座
「
モ
ル
ッ
ク
を

　
　
　
　
　
　体
験
し
よ
う
！
」

日
時
　
10
月
9
日（
金
）10
:
00
~
11:30

講
師
　
生
瀬
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
場
　
生
瀬
市
民
館
　
※
申
込
不
要

問
　
生
瀬
市
民
館
　
☎
86・5
０
3
０

―
生
瀬
よ
ち
よ
ち
広
場
―

★「
こ
ど
も
の
食
事
」

日
時
　
9
月
15
日（
火
）10
:
30
~
11:30

★「
こ
ど
も
の
成
長
と
育
児
」

日
時
　
10
月
20
日（
火
）10
:
30
~
11:30

　
要
申
し
込
み
塩
瀬
児
童
セ
ン
タ
ー

会
場
　
生
瀬
市
民
館

問
　
塩
瀬
児
童
セ
ン
タ
ー
　
☎
61・１
７
１
０

―
北
部
図
書
館
―

【
お
は
な
し
会
】

　
　
　
※
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴

★「
0
〜
2
歳
児
向
け
お
は
な
し
会
」

日
時
　
毎
月
第
2
木
曜
日
11:00
~

場
所
　
塩
瀬
児
童
セ
ン
タ
ー

定
員
　
先
着
15
組

★「
幼
児
〜
小
学
生
向
け
お
は
な
し
会
」

日
時
　
毎
週
日
曜
日
11:00
~

場
所
　
図
書
館
前
ロ
ビ
ー

定
員
　
先
着
12
人

問
　
北
部
図
書
館
　
☎
61・１
７
０
６

※
西
宮
市
に
気
象
警
報
が
発
表
さ
れ
た

　
場
合
は
中
止
し
ま
す

―
生
瀬
地
区
市
民
文
化
祭
―

主
催
　
生
瀬
地
区
自
治
会
連
絡
協
議
会

日
時
　
10
月
25
日（
日
）

　
舞
台
発
表
の
部
　
12
:
00
~
15:30

　
展
示
の
部
　
　
　
10
:
00
~
15:30

　
　
　
　
　
　
　
　（
い
ず
れ
も
予
定
）

会
場
　
生
瀬
小
学
校
体
育
館

―
生
瀬
皇
太
神
社
―

★
秋
祭
り（
だ
ん
じ
り
曳え
い
こ
う行
）

日
時
　
10
月
17
日（
土
）・18
日
（
日
）　

★
例
大
祭
神
事

日
時
　
10
月
22
日（
木
）11
:
00
~

―
ふ
れ
あ
い
運
動
会
―

主
催
　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21

日
時
　
10
月
11
日（
日
）9
:
30
~

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
雨
天
中
止
）

場
所
　
生
瀬
小
学
校
運
動
場

　
※
ふ
る
って
参
加
し
て
く
だ
さ
い

―
生
瀬
地
域
敬
老
の
つ
ど
い
―

主
催
　
生
瀬
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

日
時
　
9
月
20
日（
日
）

　
　
　
開
場
12:30
　
開
演
13:00

会
場
　
生
瀬
小
学
校
体
育
館

　
イ
ベ
ン
ト
塩
瀬
中
学
校
吹
奏
楽
部
他

　
※
申
込
不
要
　
70
歳
以
上
の
人
は

　
　
土
産
が
あ
り
、
抽
選
が
で
き
ま
す
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少
し
暗
い
の
が
は
く
ち
ょ
う
座
の

デ
ネ
ブ
で
す
。
三
角
形
の
中
を
天

の
川
が
流
れ
て
い
ま
す
が
、
生
瀬

で
は
街
明
か
り
に
よ
り
見
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

（
星
の
瞬ま

た
たき
）

　
ベ
ガ
の
よ
う
な
普
通
の
星
（
恒

星
）
は
、
チ
カ
チ
カ
と
点
滅
す
る

よ
う
に
瞬
い
て
見
え
ま
す
。
こ
れ

は
、上
空
の
大
気
の
揺
ら
ぎ
に
よ
り

星
の
位
置
が
不
規
則
に
動
い
て
い

る
た
め
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
金
星

の
よ
う
な
惑
星
は
瞬
か
ず
、
ど
っ

し
り
と
安
定
し
て
見
え
ま
す
。
こ

の
違
い
は
恒
星
が
非
常
に
遠
く
に

あ
る
「
点
光
源
」
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
惑
星
は
距
離
が
近
い
の
で

大
き
さ
の
あ
る
「
面
光
源
」
で
あ

る
こ
と
が
原
因
で
す
。

（
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
）

　
10
月
に
な
る
と
、
木
の
こ
ず
え

や
電
柱
の
上
な
ど
の
高
い
所
で

「
ヒ
ッ
、
ヒ
ッ
、
ヒ
ッ
」
と
鳴
く
、
ス

ズ
メ
ほ
ど
の
大
き
さ
の
鳥
が
現
わ

れ
ま
す
。
北
か
ら
渡
っ
て
く
る

ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
で
す
。
あ
ま
り
人

を
恐
れ
な
い
鳥
な
の
で
、
近
づ
い

て
観
察
す
る

こ
と
が
で
き

る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

（
月
と
金
星
）

　
今
年
は
、9
月
14
日
前
後
に
、日

没
後
の
西
の
空
に
金
星
と
三
日
月

が
並
ぶ
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。た
だ
し
、
10
月
に
な
る
と
金
星

が
太
陽
に
近
く
（
高
度
が
低
く
）

な
る
の
で
見
え
に
く
く
な
り
ま
す
。

（
夏
の
大
三
角
）

　
日
没
後
に
夜
空
を
見
上
げ
る
と

３
個
の
一
等
星（
特
に
明
る
い
星
）

が
二
等
辺
三
角
形
を
作
っ
て
い
る

の
が
見
え
ま
す
。
こ
れ
は
「
夏
の

大
三
角
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。最

も
明
る
い
星
が
こ
と
座
の
べ
ガ

（
織
女
星
）、
離
れ
て
い
る
の
が

わ
し
座
の
ア
ル
タ
イ
ル
（
彦
星
）、

ベガ 

アルタイル 

デネブ 

(こと座) 

(わし座) 

(はくちょう座) 

(や座) 

0 

　
生
瀬
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

（
以
下
、
生
瀬
社
協
）
は
、
今
年
も

子
ど
も
の
つ
な
が
り
や
育
ち
を
支

援
す
る
目
的
で
、
生
瀬
幼
稚
園
や

ぽ
ぽ
こ
ど
も
園
の
園
児
、
就
園
前

の
幼
児
を
招
待
し
、
6
月
5
日
に

人
形
劇
を
生
瀬
市
民
館
で
開
催
し

ま
し
た
。

　
演
目
は
『
あ
か
ず
き

ん
』
で
す
。
狩
人
が
オ

オ
カ
ミ
を
探
す
場
面
で

は
、「
オ
オ
カ
ミ
は
、

あ
そ
こ
に
い
る
よ
」
と

大
き
な
声
で
狩
人
に

教
え
た
り
、
あ
か
ず
き

ん
と
オ
オ
カ
ミ
が
出

会
う
場
面
で
は
、「
オ

オ
カ
ミ
に

気
を
付
け

て
」な
ど
の

声
援
を
送

り
、
子
ど
も

た
ち
は
、人

形
劇
の
世
界
に
入
り
込

み
、
大
喜
び
で
し
た
。

　
今
回
公
演
し
た
人
形

劇
団
・
お
は
な
し
キ
ャ

ラ
バ
ン
つ
ば
さ
は
、
途

中
で
子
ど
も
た
ち
が
劇

に
参
加
で
き
る
よ
う
構
成
し
て
い

ま
す
。
あ
か
ず
き
ん
が
お
ば
あ
さ

ん
の
見
舞
い
に
行
く
途
中
、
木
に

な
っ
た
リ
ン
ゴ
を
取
る
の
を
手
伝

っ
て
く
れ
る
子
ど
も
を
募
集
し
ま

し
た
。
す
る
と
、
た
く
さ
ん
の
子

ど
も
が
手
を
挙
げ
て
い
ま
し
た
。

選
ば
れ
た
子
ど
も
が
舞
台
に
出
て
、

マ
ジ
ッ
ク
ハ
ン
ド
で
リ
ン
ゴ
を
取

る
た
び
に
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
、

会
場
が
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。
リ

ン
ゴ
が
取
れ
た
子
ど
も
の
満
足
そ

う
な
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

　
公
演
終
了
後
、
子
ど
も
た
ち
は

人
形
た
ち
に
見
送
ら
れ
て
、
名
残

惜
し
そ
う
に
別
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
子

ど
も
の
笑
顔
が
、
参
加
す
る
大
人

や
地
域
に
元
気
を
与
え
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。

　
生
瀬
社
協
で

は
、
就
学
前
の

子
ど
も
が
小
学

校
に
親
し
み
を

感
じ
る
一
助
と

な
れ
ば
と
思
い
、

小
学
校
の
体
育

館
な
ど
で
、
就

学
前
の
子
ど
も

と
小
学
校
低
学

年
を
対
象
に
、

人
形
劇
を
開
催

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　（
生
瀬
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
黒
田
正
記
）

　
セ
ル
ヴ
ィ
オ
の
南
隣
、
く
す
の

き
公
園
の
奥
に
あ
る
ウ
ヰ
ル
キ
ン

ソ
ン
記
念
館
。
白
い
壁
に
赤
い
木

組
み
が
映
え
る
ハ
ー
フ
テ
ィ
ン
バ

ー
風
の
外
観
は
、
ど
こ
か
懐
か
し

い
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。

年
間
３
０
０
人
余
り
の
人
が
訪
れ
、

そ
の
多
く
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

情
報
を
き
っ
か
け
に
来
館
。
関
東

か
ら
足
を
運
ぶ
人
も

お
り
、
タ
ン
サ
ン
ブ

ー
ム
の
中
で
注
目
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
資
料
室
の
見
ど
こ

ろ
は
当
時
の
ウ
ヰ
ル

キ
ン
ソ
ン
タ
ン
サ
ン

宝
塚
工
場
を
、
２
０

０
分
の
１
に
再
現
し

た
ジ
オ
ラ
マ
で
す
。

臨
場
感
が
あ
り
、
当

時
の
工
場
の
様
子
が

よ
み
が
え
り
、
懐
か

し
さ
を
感
じ
る
人
も

多
い
よ
う
で
す
。
他

に
も
英
国
風
デ
ザ
イ

ン
の
お
し
ゃ
れ
な
ビ
ン
や
バ
ヤ
リ

ー
ス
の
ロ
ゴ
が
入
っ
た
デ
ニ
ム
の

制
服
、
ウ
ィ
ル
キ
ン
ソ
ン
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
本
物
の
写
真
な
ど
興
味
深

い
展
示
品
が
並
び
ま
す
。

　
明
治
37
（
１
９
０
４
）
年
に
建

て
ら
れ
た
工
場
で
は
、
生
瀬
地
域

の
多
く
の
人
が
働
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
歩
み
に
思
い
を
重
ね
る
と
、

こ
の
場
所
に
息
づ
く
歴
史
が
い
っ

そ
う
身
近
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
地
に
伝
わ
る
異
国
を
感
じ

さ
せ
る
物
語
の
見
学
に
、
ど
う
ぞ

気
軽
に
来
館
し
て
く
だ
さ
い
。

（
火
曜
、
木
曜
、
日
曜
、
祝
日
は
休

館
で
す
）

問
い
合
わ
せ

 

☎
０
７
０・８
９
６
９・２
７
５
１

  

ウ
ヰ
ル
キ
ン
ソ
ン
記
念
館
ガ
イ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

中
尾
　
萬
里
子

　
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
内
水
面
漁
業
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
内
水
面
」
と

は
、
主
に
河
川
や
湖
、
沼
な
ど
の

こ
と
を
い
い
、「
外
水
面
」
に
対
し

て
用
い
ら
れ
る
言
葉
で
す
。

　
県
内
で
は
、
12
の
河
川
で
共
同

漁
業
権
が
免
許
さ
れ
て
お
り
、
多

く
の
種
類
の
魚
が
、
漁
業
協
同
組

合
に
よ
っ
て
放
流
さ
れ
、
増
殖
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
武
庫
川
漁
業
協
同
組
合

に
は
三
田
・
名
塩
・
木
ノ
元
・
生

瀬
・
川
面
・
良
元
の
６
支
部
が
あ

り
、
組
合
員
は
１
２
０
人
（
令
和

７
年
12
月
31
日
現
在
）
い
ま
す
。

　
漁
業
協
同
組
合
の
事
業
と
し
て

は
、毎
年
、稚
ア
ユ
・
フ
ナ
・
ニ
ジ

マ
ス
・
ウ
ナ
ギ
・
コ
イ
（
現
在
は

鯉
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り

コ
イ
の
放
流
は
中
断
）
な
ど
を
放

流
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
ユ
の

産
卵
場
造
り
や
年
２
回
、
武
庫
川

の
河
川
清
掃
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
今
年
も
５
月
20
日
に
、
生
瀬
幼

稚
園
と
生
瀬
ぽ
ぽ
こ
ど
も
園
の
園

児
た
ち
に
よ
る
稚
ア
ユ
の
放
流
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
塩
瀬
中
学
校
の

生
徒
も
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク

の
一
環
で
参
加
し
て
い
ま
し
た
。  

（
広
報
）

6月14日、組合員の河川清掃

生瀬漁業協同組合の事業アユの放流に参加し、「大きく
なって帰ってきてね」と言って放流する園児たち

〜今年は人形劇「あかずきん」を公演〜
生瀬地区社会福祉協議会主催

シ
リ
ー
ズ 

手
ぶ
ら
の
自
然
観
察
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生
瀬
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在
住
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重
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6
回
シ
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ー
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　武 
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川 
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行 

③
　〜
漁
業
協
同
組
合
の
事
業
〜

当時使われていたタンサン水のおしゃれなビン

  タンサンブーム　　まだまだ続く
           シュワっと広がる　歴史と出会い
  タンサンブーム　　まだまだ続く
           シュワっと広がる　歴史と出会い

劇の中で、あかずきんのお手伝いをする子ども

きむら歯科医院
一般歯科・小児歯科・口腔外科・矯正歯科

〒669-1104 西宮市生瀬武庫川町2 セルヴィオ4番館207号

TEL&FAX 0 7 9 7 － 8 5 － 8 4 0 0

診療時間（月～土）9：30～12：30　14：30～19：00（土曜17：00迄）

休 診 日　　日曜・祝日　　急患随時　　在宅診療可

西宮市生瀬町2-2-2

9：00～12：00
16：30～18：30

西宮市北部在宅療養相談支援センター ℡ 0797-84-2061

医療法人社団 緑水会

広告 広告

当時のデニムの制服
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少
し
暗
い
の
が
は
く
ち
ょ
う
座
の

デ
ネ
ブ
で
す
。
三
角
形
の
中
を
天

の
川
が
流
れ
て
い
ま
す
が
、
生
瀬

で
は
街
明
か
り
に
よ
り
見
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

（
星
の
瞬ま

た
たき
）

　
ベ
ガ
の
よ
う
な
普
通
の
星
（
恒

星
）
は
、
チ
カ
チ
カ
と
点
滅
す
る

よ
う
に
瞬
い
て
見
え
ま
す
。
こ
れ

は
、上
空
の
大
気
の
揺
ら
ぎ
に
よ
り

星
の
位
置
が
不
規
則
に
動
い
て
い

る
た
め
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
金
星

の
よ
う
な
惑
星
は
瞬
か
ず
、
ど
っ

し
り
と
安
定
し
て
見
え
ま
す
。
こ

の
違
い
は
恒
星
が
非
常
に
遠
く
に

あ
る
「
点
光
源
」
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
惑
星
は
距
離
が
近
い
の
で

大
き
さ
の
あ
る
「
面
光
源
」
で
あ

る
こ
と
が
原
因
で
す
。

（
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
）

　
10
月
に
な
る
と
、
木
の
こ
ず
え

や
電
柱
の
上
な
ど
の
高
い
所
で

「
ヒ
ッ
、
ヒ
ッ
、
ヒ
ッ
」
と
鳴
く
、
ス

ズ
メ
ほ
ど
の
大
き
さ
の
鳥
が
現
わ

れ
ま
す
。
北
か
ら
渡
っ
て
く
る

ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
で
す
。
あ
ま
り
人

を
恐
れ
な
い
鳥
な
の
で
、
近
づ
い

て
観
察
す
る

こ
と
が
で
き

る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

（
月
と
金
星
）

　
今
年
は
、9
月
14
日
前
後
に
、日

没
後
の
西
の
空
に
金
星
と
三
日
月

が
並
ぶ
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。た
だ
し
、
10
月
に
な
る
と
金
星

が
太
陽
に
近
く
（
高
度
が
低
く
）

な
る
の
で
見
え
に
く
く
な
り
ま
す
。

（
夏
の
大
三
角
）

　
日
没
後
に
夜
空
を
見
上
げ
る
と

３
個
の
一
等
星（
特
に
明
る
い
星
）

が
二
等
辺
三
角
形
を
作
っ
て
い
る

の
が
見
え
ま
す
。
こ
れ
は
「
夏
の

大
三
角
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。最

も
明
る
い
星
が
こ
と
座
の
べ
ガ

（
織
女
星
）、
離
れ
て
い
る
の
が

わ
し
座
の
ア
ル
タ
イ
ル
（
彦
星
）、

ベガ 

アルタイル 

デネブ 

(こと座) 

(わし座) 

(はくちょう座) 

(や座) 

0 

　
生
瀬
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

（
以
下
、
生
瀬
社
協
）
は
、
今
年
も

子
ど
も
の
つ
な
が
り
や
育
ち
を
支

援
す
る
目
的
で
、
生
瀬
幼
稚
園
や

ぽ
ぽ
こ
ど
も
園
の
園
児
、
就
園
前

の
幼
児
を
招
待
し
、
6
月
5
日
に

人
形
劇
を
生
瀬
市
民
館
で
開
催
し

ま
し
た
。

　
演
目
は
『
あ
か
ず
き

ん
』
で
す
。
狩
人
が
オ

オ
カ
ミ
を
探
す
場
面
で

は
、「
オ
オ
カ
ミ
は
、

あ
そ
こ
に
い
る
よ
」
と

大
き
な
声
で
狩
人
に

教
え
た
り
、
あ
か
ず
き

ん
と
オ
オ
カ
ミ
が
出

会
う
場
面
で
は
、「
オ

オ
カ
ミ
に

気
を
付
け

て
」な
ど
の

声
援
を
送

り
、
子
ど
も

た
ち
は
、人

形
劇
の
世
界
に
入
り
込

み
、
大
喜
び
で
し
た
。

　
今
回
公
演
し
た
人
形

劇
団
・
お
は
な
し
キ
ャ

ラ
バ
ン
つ
ば
さ
は
、
途

中
で
子
ど
も
た
ち
が
劇

に
参
加
で
き
る
よ
う
構
成
し
て
い

ま
す
。
あ
か
ず
き
ん
が
お
ば
あ
さ

ん
の
見
舞
い
に
行
く
途
中
、
木
に

な
っ
た
リ
ン
ゴ
を
取
る
の
を
手
伝

っ
て
く
れ
る
子
ど
も
を
募
集
し
ま

し
た
。
す
る
と
、
た
く
さ
ん
の
子

ど
も
が
手
を
挙
げ
て
い
ま
し
た
。

選
ば
れ
た
子
ど
も
が
舞
台
に
出
て
、

マ
ジ
ッ
ク
ハ
ン
ド
で
リ
ン
ゴ
を
取

る
た
び
に
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
、

会
場
が
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。
リ

ン
ゴ
が
取
れ
た
子
ど
も
の
満
足
そ

う
な
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

　
公
演
終
了
後
、
子
ど
も
た
ち
は

人
形
た
ち
に
見
送
ら
れ
て
、
名
残

惜
し
そ
う
に
別
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
子

ど
も
の
笑
顔
が
、
参
加
す
る
大
人

や
地
域
に
元
気
を
与
え
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。

　
生
瀬
社
協
で

は
、
就
学
前
の

子
ど
も
が
小
学

校
に
親
し
み
を

感
じ
る
一
助
と

な
れ
ば
と
思
い
、

小
学
校
の
体
育

館
な
ど
で
、
就

学
前
の
子
ど
も

と
小
学
校
低
学

年
を
対
象
に
、

人
形
劇
を
開
催

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　（
生
瀬
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
黒
田
正
記
）

　
セ
ル
ヴ
ィ
オ
の
南
隣
、
く
す
の

き
公
園
の
奥
に
あ
る
ウ
ヰ
ル
キ
ン

ソ
ン
記
念
館
。
白
い
壁
に
赤
い
木

組
み
が
映
え
る
ハ
ー
フ
テ
ィ
ン
バ

ー
風
の
外
観
は
、
ど
こ
か
懐
か
し

い
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。

年
間
３
０
０
人
余
り
の
人
が
訪
れ
、

そ
の
多
く
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

情
報
を
き
っ
か
け
に
来
館
。
関
東

か
ら
足
を
運
ぶ
人
も

お
り
、
タ
ン
サ
ン
ブ

ー
ム
の
中
で
注
目
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
資
料
室
の
見
ど
こ

ろ
は
当
時
の
ウ
ヰ
ル

キ
ン
ソ
ン
タ
ン
サ
ン

宝
塚
工
場
を
、
２
０

０
分
の
１
に
再
現
し

た
ジ
オ
ラ
マ
で
す
。

臨
場
感
が
あ
り
、
当

時
の
工
場
の
様
子
が

よ
み
が
え
り
、
懐
か

し
さ
を
感
じ
る
人
も

多
い
よ
う
で
す
。
他

に
も
英
国
風
デ
ザ
イ

ン
の
お
し
ゃ
れ
な
ビ
ン
や
バ
ヤ
リ

ー
ス
の
ロ
ゴ
が
入
っ
た
デ
ニ
ム
の

制
服
、
ウ
ィ
ル
キ
ン
ソ
ン
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
本
物
の
写
真
な
ど
興
味
深

い
展
示
品
が
並
び
ま
す
。

　
明
治
37
（
１
９
０
４
）
年
に
建

て
ら
れ
た
工
場
で
は
、
生
瀬
地
域

の
多
く
の
人
が
働
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
歩
み
に
思
い
を
重
ね
る
と
、

こ
の
場
所
に
息
づ
く
歴
史
が
い
っ

そ
う
身
近
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
地
に
伝
わ
る
異
国
を
感
じ

さ
せ
る
物
語
の
見
学
に
、
ど
う
ぞ

気
軽
に
来
館
し
て
く
だ
さ
い
。

（
火
曜
、
木
曜
、
日
曜
、
祝
日
は
休

館
で
す
）

問
い
合
わ
せ
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里
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聞
き
な
れ
な
い
言
葉
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
内
水
面
漁
業
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
内
水
面
」
と

は
、
主
に
河
川
や
湖
、
沼
な
ど
の

こ
と
を
い
い
、「
外
水
面
」
に
対
し

て
用
い
ら
れ
る
言
葉
で
す
。

　
県
内
で
は
、
12
の
河
川
で
共
同

漁
業
権
が
免
許
さ
れ
て
お
り
、
多

く
の
種
類
の
魚
が
、
漁
業
協
同
組

合
に
よ
っ
て
放
流
さ
れ
、
増
殖
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
武
庫
川
漁
業
協
同
組
合

に
は
三
田
・
名
塩
・
木
ノ
元
・
生

瀬
・
川
面
・
良
元
の
６
支
部
が
あ

り
、
組
合
員
は
１
２
０
人
（
令
和

７
年
12
月
31
日
現
在
）
い
ま
す
。

　
漁
業
協
同
組
合
の
事
業
と
し
て

は
、毎
年
、稚
ア
ユ
・
フ
ナ
・
ニ
ジ

マ
ス
・
ウ
ナ
ギ
・
コ
イ
（
現
在
は

鯉
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り

コ
イ
の
放
流
は
中
断
）
な
ど
を
放

流
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
ユ
の

産
卵
場
造
り
や
年
２
回
、
武
庫
川

の
河
川
清
掃
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
今
年
も
５
月
20
日
に
、
生
瀬
幼

稚
園
と
生
瀬
ぽ
ぽ
こ
ど
も
園
の
園

児
た
ち
に
よ
る
稚
ア
ユ
の
放
流
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
塩
瀬
中
学
校
の

生
徒
も
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク

の
一
環
で
参
加
し
て
い
ま
し
た
。  

（
広
報
）

6月14日、組合員の河川清掃

生瀬漁業協同組合の事業アユの放流に参加し、「大きく
なって帰ってきてね」と言って放流する園児たち

〜今年は人形劇「あかずきん」を公演〜
生瀬地区社会福祉協議会主催
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当時使われていたタンサン水のおしゃれなビン
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           シュワっと広がる　歴史と出会い
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劇の中で、あかずきんのお手伝いをする子ども
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①
②
③

④

武庫川武庫川R176号R176号

生瀬駅生瀬駅

生瀬小学校生瀬小学校

生瀬高台生瀬高台 宝生ケ丘宝生ケ丘

コープコープ 有馬街道有馬街道

1　はじめに
　生瀬小学校に通う生瀬高台、宝生ケ丘の子どもたちは、毎日、
急な坂道を歩き、生瀬小学校へ通っています。厳しい急な坂道
にも負けず、友達と楽しく通学できているのは、通学路を整備
し、子どもを優しく見守る地域の人の目があるからです。
　写真の場所は、少し危険だと思われる場所です。これから
も、保護者と地域が協力して子どもたちを励まし、見守って
いきましょう。

2　生瀬高台から通う子どもたち
　学校を出ると、生瀬2丁目を通る生瀬水路に沿って帰ります。
その後、生活協同組合コープこうべの横から高台へ続く道と
合流。そこから山を登る道になります。高台の住宅地に入るま
では急な坂道でカーブが多い道。歩行者は少なく、車の往来
は多い道です。それでも子どもたちは、子どもパワーで元気に
通っています。　

3　宝生ケ丘から通う子どもたち
　学校を出ると、子どもたちは二手に分かれます。生瀬皇太
神社下の道を通り、セルヴィオ前の生瀬門戸線から坂道を上
がる子どもと、生瀬高台の子どもと同じルートで帰って途中か
ら宝生ケ丘に向かう子どもです。高台ルートの子どもたちは
距離が長く、一方の子どもたちは角度が35度以上ある坂道を
登って帰ります。大人の優しい声掛けがうれしいという子ども
の声がありました。　　

宝生ケ丘編集委員　山田良子
地図作成　サーパス編集委員　中西哲也

ー 小学校へ通う子どもたち！ №１ ー
生瀬高台・宝生ケ丘

コープから上がって来て①の次のカー
ブ。カーブで横断歩道に気づきにくい

急な階段。雨が降れば滑りやす
く、雨水が滝のように流れます

＜宝生ケ丘2丁目＞　坂道がきつく、道幅も狭い ！
秋は落ち葉で滑りやすいです

【
9
・
10
月
の
催
し
案
内
】

★№2、№3と続けることで、全て
の地区の子どもたちの通学の様
子を届けます

広告

広告

ご 葬 儀 （ お 花 の 祭 壇 ）  ご 葬 儀 （ お 花 の 祭 壇 ）  

㈱ 真まこと心 
0120-0983-42 
0797-78-9475

生前見積もり承ります。・・・（祭壇費用より1割サービスいたします） 

総合葬祭 

phone
address
email

0797-86-7400
西宮市生瀬東町8-4
irodorimusicschool@gmail.com

～ 彩 ～ 音 楽 教 室
I r o d o r i  　 M u s i c 　 s c h o o l

♪ ピ ア ノ ・ チ ェ ロ 幼 児 か ら 大 人 ま で
ソ ル フ ェ ー ジ ュ ・ コ ン ク ー ル ・ 音 高 音 大 受 験

株式会社ABC医療
西宮市生瀬 2丁目 8－14
TEL 0120－153－117

エービーシーケアセンター
・居宅介護支援事業所 ・訪問介護事業所
・福祉用具事業所 ・住宅改修

エービーシー訪問介護ステーション

ABCデイサービス

広告 広告

編 集 後編 集 後 記記

写真手前は歩道が右側、橋を渡ると歩道が左側になります。橋を渡った
所に横断歩道があり、しかも急なカーブ。事故がないのが不思議です

　「早
わ せ
稲狩りになませの宿や民の家」は、江戸中期の俳人・

許
きょりく
六（1656～1715）が詠んだと伝えられる句です。有馬温

泉へ向かう途上、生瀬宿に立ち寄った折の作とされ、早稲刈り
の季節の宿場と農村の景色を1枚の絵のように切り取っていま
す。武庫川沿いの街道筋に並ぶ民家と、その背後に広がる田
んぼの実りが、「民の家」という穏やかな一語に結ばれていて、
江戸時代の生瀬の穏やかな風景が目に浮かんできます。

サーパス編集委員　中西哲也
①

② ③ ④

―
生
瀬
講
座
―

★
講
座
「
大
河
ド
ラ
マ《
豊
臣
兄

　
　弟
！
》
〜
豊
臣
秀
長
の
生
涯
〜
」

日
時
　
9
月
11
日（
金
）10
:
00
~
11:30

講
師
　
霜
澤
喜
代
子
　
氏

会
場
　
生
瀬
市
民
館
　
※
申
込
不
要

★
講
座
「
モ
ル
ッ
ク
を

　
　
　
　
　
　体
験
し
よ
う
！
」

日
時
　
10
月
9
日（
金
）10
:
00
~
11:30

講
師
　
生
瀬
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
場
　
生
瀬
市
民
館
　
※
申
込
不
要

問
　
生
瀬
市
民
館
　
☎
86・5
０
3
０

―
生
瀬
よ
ち
よ
ち
広
場
―

★「
こ
ど
も
の
食
事
」

日
時
　
9
月
15
日（
火
）10
:
30
~
11:30

★「
こ
ど
も
の
成
長
と
育
児
」

日
時
　
10
月
20
日（
火
）10
:
30
~
11:30

　
要
申
し
込
み
塩
瀬
児
童
セ
ン
タ
ー

会
場
　
生
瀬
市
民
館

問
　
塩
瀬
児
童
セ
ン
タ
ー
　
☎
61・１
７
１
０

―
北
部
図
書
館
―

【
お
は
な
し
会
】

　
　
　
※
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴

★「
0
〜
2
歳
児
向
け
お
は
な
し
会
」

日
時
　
毎
月
第
2
木
曜
日
11:00
~

場
所
　
塩
瀬
児
童
セ
ン
タ
ー

定
員
　
先
着
15
組

★「
幼
児
〜
小
学
生
向
け
お
は
な
し
会
」

日
時
　
毎
週
日
曜
日
11:00
~

場
所
　
図
書
館
前
ロ
ビ
ー

定
員
　
先
着
12
人

問
　
北
部
図
書
館
　
☎
61・１
７
０
６

※
西
宮
市
に
気
象
警
報
が
発
表
さ
れ
た

　
場
合
は
中
止
し
ま
す

―
生
瀬
地
区
市
民
文
化
祭
―

主
催
　
生
瀬
地
区
自
治
会
連
絡
協
議
会

日
時
　
10
月
25
日（
日
）

　
舞
台
発
表
の
部
　
12
:
00
~
15:30

　
展
示
の
部
　
　
　
10
:
00
~
15:30

　
　
　
　
　
　
　
　（
い
ず
れ
も
予
定
）

会
場
　
生
瀬
小
学
校
体
育
館

―
生
瀬
皇
太
神
社
―

★
秋
祭
り（
だ
ん
じ
り
曳え
い
こ
う行
）

日
時
　
10
月
17
日（
土
）・18
日
（
日
）　

★
例
大
祭
神
事

日
時
　
10
月
22
日（
木
）11
:
00
~

―
ふ
れ
あ
い
運
動
会
―

主
催
　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21

日
時
　
10
月
11
日（
日
）9
:
30
~

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
雨
天
中
止
）

場
所
　
生
瀬
小
学
校
運
動
場

　
※
ふ
る
って
参
加
し
て
く
だ
さ
い

―
生
瀬
地
域
敬
老
の
つ
ど
い
―

主
催
　
生
瀬
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

日
時
　
9
月
20
日（
日
）

　
　
　
開
場
12:30
　
開
演
13:00

会
場
　
生
瀬
小
学
校
体
育
館

　
イ
ベ
ン
ト
塩
瀬
中
学
校
吹
奏
楽
部
他

　
※
申
込
不
要
　
70
歳
以
上
の
人
は

　
　
土
産
が
あ
り
、
抽
選
が
で
き
ま
す


